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第88回関西学生サッカーリーグ
2010年9月25日(土)・26日(日) 後期 第1節



第88回関西学生サッカーリーグ
2010年9月25日(土) 後期 第1節

関西大学VS関西学院大学 11:30 KICK OFF ＠堺SNTC(メインフィールド)

コメント、関西大学・島岡健太監督(以下島岡) 関西学院大学・成山一郎監督(以下成山)

前期の総括

島岡：前期を終えて内容のままの結果だと思います。

成山：実力どおりの結果だったと思います。

夏の取り組みについて

島岡：新しいことはしていない。自分たちのグラウンドで通い合宿を一週間くらいして２部練を繰り返しやってきた。また

人間力を高めるために若者がいない田舎に行き農業などの仕事の手伝いをし、自給自足の生活を全員で行った。

成山：天皇杯の兵庫予選と毎年呼ばれている金沢の大会でサッカーの強化を行ってきた。前期は失点が多かったので守備の

ほうをしっかりやろうとみんなで話し合ってやってきた。

注目選手は？

島岡：今は怪我人が多い。だから４回生がこういう状況を引っ張っていってくれるかがキーになる。田中、金園、藤澤がみ

んなの前を走ってくれればと思う。

成山：１３番の高橋宏次郎。失点が多かったのでディフェンスをがんばろうということで取り組み、この夏を通じてディフェ

ンスリーダーになってくれた。彼には期待しています。

初戦に向けて

島岡：歴史のある関学との試合なのでお互いに勝ち点を目指したガチンコの試合が出来ればと思う。

成山：初戦が関大なのでモチベーションが上がりっぱなし。毎年関大とやるときは本当に気持ちと気持ちのぶつかり合いと

いうところが勝敗を分けると感じているのでそういうところも準備していきたい。
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第88回関西学生サッカーリーグ
2010年9月25日(土) 後期 第1節

桃山学院大学VSびわこ成蹊スポーツ大学 14:00 KICK OFF ＠堺市立SNTC

コメント、桃山学院大学・松本直也監督(以下松本) びわこ成蹊スポーツ大学・望月聡監督(以下望月)

前期の総括

松本：いいゲームもあれば悪いゲームもある不安定な戦いだったと思う。

望月：実力以上のものが出たと思う。前期見てみて１１・１２位くらいになるかなと思ったが８位になったのでましだと思 う。

夏の取り組みについみ

松本：堺でのフェスティバルのあと韓国にキャンプに行った。韓国では力がうえの相手と試合をしてボコボコにされてそこ

でどう闘えるかというところをやった。

望月：堺でのフェスティバルで韓国のキョンヒ大、夏の優勝チームの駒澤、準優勝の中京などとやらせてもらってそれが１

番の強化試合となった。

注目選手は？

松本：４番の宮内、６番の岡田。宮内は高さがあってヘディングが強い。岡田はボールがさばけてあとはキャプテンという

ことでピッチ内外でのリーダーシップを発揮する。この２人に期待しています。

望月：３０・３１番の松田陸・力の双子。高い身体能力を持っている。双子ならでは息のあったプレー。私たちには分から

ないようなこころが読めるみたいで彼らから思わぬプレーが出てくると思います。

初戦に向けて

松本：前期の最後にびわこ大に勝っている。連続でのゲームになるのでもう一度気を引き締めていかないと難しいと思う。

一戦一戦しっかり戦って最後には３位以内に入ってインカレ出場を目標にがんばっていきたい。

望月：前期の最後に桃山大にコテンパにされていいとこなしだった。だから私たちのほうがすごく引き締まっている。リベ

ンジの思いが強い。桃山大の監督はこのようなときこそ気をつけなければならないと思っているが選手には油断があ

ると思う。そこが狙い目だと思う。

桃山学院大⑥岡田翔太郎(左) 桃山学院大④宮内豪(中央) びわこ成蹊スポーツ大30松田陸(右)



第88回関西学生サッカーリーグ
2010年9月26日(日) 後期 第1節

立命館大学VS大阪産業大学 11:30 KICK OFF ＠山城総合運動公園太陽が丘陸上競技場

コメント、立命館大学・米田隆監督(以下米田) 大阪産業大学・櫛引実監督(以下櫛引)

前期の総括

米田：勝ち点、得点、順位が去年の前期と同じだった。そして失点が減った。少しスタートがうまくいったがGW以降勝ちき

れずにずっといた。

櫛引：去年より勝ち点が伸びず選手たちには悪い意味でのなれ、緩みが出てしまった。びわこ大に接戦で負けてはじめてま

ずいなという雰囲気が漂った。ぎりぎりのなかで戦ってきて最後近畿大に逆転勝ちしたときこれだけ必死にならない

といけない。逆にこれだけやればちょっとはやれるというある意味いい形で前期を終了した。

夏の取り組みについて

米田：勝ちきれないところからどうやって這い上がっていくかということを考えてやってきた。長期の試合合宿をやって９

０分フルで戦えるようにしてきた。

櫛引：自分もかなりきつく選手とぶつかりながら進んできた。走りこみや関東遠征で試合を行い戻ってきてからも試合を行ってきた。

注目選手は？

米田：５番の前野は攻撃行くことが特徴の選手。前野劇場というかそのような空気を作ってもらいたいと思う。波に乗った

らそこから得点をしっかりと奪えるくらいのパフォーマンスを見せてもらいたい希望もこめて。１１番の坂本は大学

選抜にも呼んでもらったので一皮むけなくてはいけない選手。１０番の内藤はゲームの中で彼のイメージのなかでゲー

ムが薦められるかがひとつのポイントだと思う。

櫛引：１０番の橘。ボールを持ってからやわらかいタッチでちょっと独特なリズムのドリブル。そこが魅力。練習試合など

をしてもアシストが多い。正直底をつぶされたらやばいかなと思う。

後期に向けて

米田：後期はここ数年大産大が初戦の相手となっているがいつも厳しい初戦を迎えるので緩みなく入っていけたらと思う。

櫛引：まだ波のあるチームなのでやって見なければ分からないというのが正直なところ。
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第88回関西学生サッカーリーグ
2010年9月26日(日) 後期 第1節

同志社大学VS甲南大学 14:00 KICK OFF ＠山城総合運動公園太陽が丘陸上競技場

コメント、同志社大学・望月慎之監督(以下望月) 甲南大学・潮田晴司監督(以下潮田)

前期の総括

望月：昨年同様２位で折り返したことはチームとして喜ばしいこと。ただ若干失点が多いのが課題。

潮田：久しぶりの１部で経験不足もあって思うように勝ち点が取れずまた上位チームは一枚上の力があって勝ちきれなかっ

た。

夏の取り組みについて

望月：一人では守備できないのでチームとしての奪いどころそれに対して各選手がどういうアプローチをしていくのかとい

うことろをゲームを通じて練習してきた。

潮田：チャンスは少ないのでそのチャンスを確実にものにして得点に結びつけていくこと

注目選手は？

望月：８番の荒堀。ハードワークと正確な配球。そいったところでチームの流れを作っていける選手。最近調子を上げてき

ているのは９番の角島。前線における守備面での運動量とゴール前での動きにそういうところがだいぶ本人のベスト

な状態に近づいてきているというところに期待したい。

潮田：１０番のキャプテンの立川。左右の正確なキックでゲームの展開を一発で変えられる選手。

後期に向けて

望月：前期も自分たちの流れが作れない時期も連敗もしたんですけどそういったところでずるずると下に落ちていくのでは

なく切り替えられる勝負強さ、粘り強さもでてきている。昨年後期に失速しインカレ圏外に落ちてしまいましたが、

今年はそういう失敗をせずにさらに上を目指してやっていきたいと思います。

潮田：初戦２位の同志社大とやれるので思いきってぶつかっていきたいと思ってます。とにかく必死で勝ちにこだわってい

同志社大⑨角島康介(左)

同志社大⑧荒堀謙次(上)
甲南大⑩立川雄大(右)



第88回関西学生サッカーリーグ
2010年9月26日(日) 後期 第1節

近畿大学VS大阪学院大学 11:30 KICK OFF ＠堺市立SNTC(メインフィールド)

コメント、近畿大学・田中幸雄監督(以下田中) 大阪学院大学・藤原義三監督(以下藤原)

前期の総括

田中：正直できすぎ。選手には「お前たちは下手だからとにかく９０分走れる体を作って一生懸命やる、負けを考えずに９

０分間相手にプレッシャーをかけて全攻撃全員守備でやっていきなさい。」と言った。

藤原：正直もう少し中堅どころでいけると思った。悪いほうへ流れたのは１３０人の部員で４年生が５人しかいなくて４年

生のリーダーシップ、チームを引っ張る力というのがチームに影響力を与えると実感した。

注目選手は？

田中：５番のキャプテンの松原。１０番の枝本、７番の宮本。松原は１対１の強さ高さに強い。

藤原：チームリーダーとして６番の高橋。３年生ですがチームを引っ張ってくれる一番大事な存在。プレーの面では５番の

尾泉。チームで一番得点を挙げている。元はサイドバックでしたがうちはディフェンスが弱いのである意味開き直り

で彼を２列目に上げて彼からのセンタリング、FKの回数を増やしていこうということであげました。

後期に向けて

田中：初戦何とか勝って前期のように調子づけて上っていきたいというのが今の気持ちです。

藤原：前期０－３で負けているので接戦に持っていってリベンジさせてもらいたいと思う。

近畿大⑦宮本宗弥(左)

近畿大⑤松原優吉(左上)

近畿大⑩枝本雄一郎(上)

大阪学院大⑥高橋周也(右上)

大阪学院大⑤尾泉大樹(右)



第88回関西学生サッカーリーグ
2010年9月26日(日) 後期 第1節

阪南大学VS関西国際大学 14:00 KICK OFF ＠堺市立SNTC(メインフィールド)

コメント、阪南大学・須佐徹太郎監督(以下須佐) 関西国際大学。草木克洋監督(以下草木)

前期の総括

須佐：開幕３連戦全部苦戦だったがワンタッチワンゴールする交代選手がいて点が入って流れに乗れた。９連勝したが関西

選手権で負けて再開後の桃山に完璧に負けて最後の立命には勝ったが前野、内藤がいなかっただけ。まだ安定してい

ない。あとリードしてから点を取られてしまう。

草木：もう少し出来ると思ったが１部の洗礼を浴びた。全体的に戦える選手が少なかった。形ばかりに気をとられきれいに

サッカーしようとしていた。

注目選手は？

須佐：GKの１番土師。とにかくプレーがしっかりしてきたなと思う。１年の終わりからぐっと伸びてきた。あと、１０番の

棚橋。まだ夏の疲れが床っているかなというところもありますが前期の関大戦、関学戦のような切れを出してくれれ

ばと思う。６番の井手口。幅広くボールを奪う能力に長けていて守備範囲が広い。１４番の井上。課題もありますが

センタリングやシュートなど突破に絡んで決定的な仕事が出来る。

草木：１８番の本田。身体能力に優れ１対１にも強くリーダーシップもとれコーチングも出来る今うちのディフェンスリーダーです。

初戦に向けて

須佐：やっぱり初戦は大切だなと思っているのと関西国際にはテクニックのある線がそろっているのでしっかり戦いたいと

思う。

草木：下位チームの楽しみ方で上位を苦しめられるように、また大学リーグを盛り上げられるように学生らしく最後まで

あきらめない姿勢を貫いてがんばっていきたいと思います。
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関西学生サッカーの聖地作り・・・それがわたしたちの夢。



関西学生サッカーファンクラブ

会場企画！！
★試合の勝敗を予想してプレゼントをゲットしよう！

勝敗予想用紙はゲートに準備しています！！
★大好きな選手にメッセージを書いてサイン入り公式試合球を
ゲットしよう！！

メッセージ用紙はゲート付近に準備しています！！

★チケットの半券を7枚集めてグッズをゲットしよう！

大会プログラム好評発売中！！
～選手情報が満載 1冊1,000円～

1部リーグは有料開催
～前売券はゲートにて絶賛発売中～

～大人800円 中高生300円～

特典１：関西学連主催・主管大会の入場無料。

特典２：関西学連主催・主管大会のプログラム・チケットの送付。

特典３：ファンクラブニュース、年１０回程度発行。
会 費：年会費４０００円
【お申し込み】

下記の宛先に顔写真（２×３㎝）２枚と年会費、氏名・住所・年齢・電話番号・
生年月日・職業・応援している大学・選手をご記入の用紙を同封し、現金書留
にてお申し込み下さい。
〒550-0014 大阪市西区北堀江１－６－４ アビテ四ツ橋２０３

「関西学生サッカーファンクラブ入会申し込み」係
●お問い合わせ●関西学生サッカー連盟 Tel 06-6531-2030まで

関西西学生サッカー情報が満載 ！

試合結果どガンガンチェックできます！！

http://www.jufa-kansai.jp/

携帯サイトもチェック！！

http://www.jufa-kansai.jp/kei/top.html

会員募集中！

～ ご 来 場 の 皆 様 へ ～

試合のメンバー表は原則として関係者のみへ配布しています。

ご来場の方々全員への配布は出来ません。

メンバー表はゲート付近に掲示し、試合前やハーフタイムには放送します。

お手持ちのプログラム等をご活用頂き、予めご了承くださいますよう

お願いいたします。




